
令和４年度 上尾市立太平中学校 学校評価 

 

１ 実施時期 

（１）第１回学校関係者評価委員会        令和４年 ６月１５日（木） 

・令和４年度学校評価について 

・令和４年度 学校評価実施計画について 

（２）令和４年度第１回自己評価（重点項目）   令和４年 ７月１５日（金） 

（３）第２回学校関係者評価委員会        令和４年 ９月 ８日（木） 

・令和４年度前期自己評価結果について 

・学校経営状況等について 

（４）第３回学校関係者評価委員会        令和４年１２月 ９日（金） 

   ・令和４年度後期自己評価について 

（５）令和４年度後期学校評価（総合）      令和４年１２月１２日（月） 

   ・生徒アンケート、保護者アンケート実施 

（６）第４回学校関係者評価委員会        令和５年 ２月１５日（水） 

   ・令和４年度後期自己評価結果について 

・自己評価の検証と令和５年度教育活動に向けた意見聴取 

（７）学校評価報告               令和５年 ３月 １日（水） 

（８）学校評価結果の公表            令和５年 ３月２４日（金） 

 

２ 実施内容 

（１）学校関係者評価委員会構成委員（１２名 ※学校運営協議会委員と兼務） 

（２）自己評価 ・・・・・・・・・・・重点課題７領域及び総合２９項目 

   自己評価の参考資料として 

   ア 児童アンケート・・・・・・・・・・・・２２項目 

   イ 保護者アンケート・・・・・・・・・・・３領域１９項目 

（３）自己評価について職員会議で検討 

  ア 前期学校評価結果 ８月２５日職員会議 

  イ 後期学校評価結果 ２月 ６日職員会議 

（４）学校関係者評価委員会における学校評価結果の検証 

  ア 第１回、第２回 学校関係者評価委員会   令和３年 ６月１５日（木） 

・令和４年度自己評価について         

・令和４年度自己評価実施計画について 

・令和４年度前期自己評価結果について 

イ 第４回 学校関係者評価委員会       令和５年 ２月１５日（水） 

   ・令和４年度後期自己評価結果について 

・学校評価の検証と令和５年度教育活動に向けた意見聴取 

（５）自己評価の検証結果をもとに教育活動の改善（１０月、３月） 

（６）令和４年度 学校評価 実施計画 

１ 本年度の方針 

    昨年度の評価結果及び今年度の目指す学校像を踏まえ、本校における教育活

動のうち、重点的に取り組むべき内容を７領域とした。その中で特に重点を置

く項目として２４項目を設定する。さらに本校のビジョンである「地域に誇れ

る太平中」についても項目を設定する。（１２月の学校評価で実施） 



なお、評価項目を保護者、生徒アンケートともリンクさせ、学校評価（教職

員による自己評価）を補完することとした。本年度は、令和３年度の評価結果

を踏まえ、継続的に学校教育活動を評価するため、実施方法と質問項目の大き

な変更は行わず、文言整理した上で実施していくこととする。 

保護者アンケートについては、「学校で身につけさせたいこと」についても、

文言、内容を整理した上で継続して調査を行うこととし、保護者や社会の学校

教育への期待を確認する。 

    学校評価（教職員による自己評価）と生徒、保護者によるアンケート結果を

学校関係者評価委員会に提示し、意見を伺い評価いただくことで太平中学校の

教育活動のさらなる進展を図る。（根拠法令 学校教育法 学校教育法施行規

則） 

 

【本年度の重点方針】 

○ＴＬＩに取り組み、学びの質を変える。 《学びの改革》 

○自己有用感を高める取組を行う。（レインボープラン）《積極的生徒指導》 

○すべての生徒を見る教育相談体制を強化する。《共感的教育相談》 

○積極的な情報発信により保護者との認識共有を図る。《情報共有》 

○コミュニティ・スクールとしての取組を拡大する。《地域連携推進》 

○教職員の時間外在校時間を減らす。《働き方改革》    

 

２ 学校評価（自己評価） 

（１）内 容  

   ① 本年度の重点課題について、教職員が自ら実践した結果を評価 

   ② 年度を上半期、下半期に２分し、２回実施予定 

    （第１回）  令和４年 ７月 実施予定（領域） 

    （第２回）  令和４年１２月  実施予定（教育活動総合評価） 

（２）７領域に関する評価（前期自己評価） 項目を総合的に評価 

   重点的に取り組む領域と重点的に取り組む項目 

Ⅰ 学校運営 

○学校教育目標に向けた取組、適切な教育計画、校務分掌など 

Ⅱ 学力向上 

○ＴＬＩに取り組み、学びの質を変える。授業の充実  

○主体的、対話的で深い学びの学習活動による、個別最適な学びと協働的な

学びの実現に取り組む。目標と振り返りのある授業 

○読書活動の推進、学校図書館の活用 

○あげお学びのイノベーションの推進、ＧＩＧＡスクール構想。これまでの

教育実践と先端情報機器の融合による新たな学習を推進。 

Ⅲ 生徒指導・心の教育 

○いじめを「しない」「させない」「許さない」 

○豊かな人権感覚の育成（今日的な人権課題と差別の解消） 

○家庭、地域社会、関係機関等と連携した生徒指導と不登校対策 

Ⅳ 健康体力・特別活動 

○新しい生活様式、学校の新しい生活様式に則った感染症対策 

○安全教育の推進（防災、食物アレルギー） 

○集団活動の充実、仲間との絆づくり 



Ⅴ 環境整備 

○安心、安全な学校づくり 

○活きた掲示物、きれいな学習環境 

Ⅵ 地域連携 

○家庭、地域社会との連携強化と情報発信 

    ○学校行事、学習活動のオンライン配信 

Ⅶ 働き方改革・服務 

○服務の厳正（教職員事故根絶） 

    ○働き方改革の推進（すべきこととやめること、業務の優先順位） 

  ※ ○印の項目を参考に７領域を総合的に評価する。 

 

（３）教育活動総合評価（後期自己評価） 

    ○ 教育活動全般に係る項目について、教職員が自ら実践してきた過程と成

果を評価 

○ 評価内容（具体的な評価項目は別紙） 

   学校教育目標、教育課程、校務分掌、教科指導（ＴＬＩ）、学習評価 

人権教育、道徳教育、特別支援教育、学級活動、生徒指導、教育相談 

進路指導・キャリア教育、健康・安全指導、環境・掲示教育 

食育・給食指導、清掃指導、情報活用能力育成、ＧＩＧＡスクールの推進 

学校図書館教育、学校行事、研究委嘱・校内研修、職員間のチームワーク 

働き方改革、不祥事根絶、施設・設備等の保守点検 

ＰＴＡとの連携・地域社会への寄与・協力、地域に誇れる学校 

    

（４）評価方法 

① 前期学校評価 

 重点７領域については、具体的な項目（２）にあげた項目を参考に、総

合的に評価する。教育活動総合評価は、項目ごとに評価する。    

    ② 後期学校評価 

      領域ごとの評価項目を個別に評価する。また、学校評価（教職員による

評価）を担保するために、生徒、保護者からもアンケートを実施する。 

    ③ 評価方法 

教職員一人一人が、項目ごとに達成状況を絶対評価し、「Ａ～Ｄ」の４段

階で自己評価する。 

Ａ…８０％以上取り組んでおり、目標を十分に達成している。 

Ｂ…６０％以上８０％未満の取組内容であり、概ね達成している。 

Ｃ…２０％以上６０％未満の取組で、満足のいく達成ではない。 

Ｄ…２０％未満の取組であり、ほとんど達成されていない。 

     

３ 生徒、保護者アンケート 

   ○ 実施時期 令和４年１２月 

   ○ アンケート項目  

生徒、保護者共に重点項目に関連した具体的内容についてアンケートを実      

施する。また、保護者アンケートでは、保護者が子供に、学校で身に付けさ

せたい資質・能力についても調査する。 

 



４ 学校関係者評価委員会による評価 

   ○ 校長は学校関係者評価委員会に自己評価の結果及び生徒、保護者のアンケ

ート結果を示し説明する。 

○ 学校関係者評価委員会は、学校教育活動全体を勘案した上で、自己評価及

び生徒、保護者アンケート結果を含め総合的に評価する。 

   

５ 学校運営等の改善方策の公表と説明責任 

   ○ 結果の公表にとどまらず、今後の学校経営改善策についても公表する。 

   ○ 保護者、地域に評価結果等を「学校だより」「ホームページ」で公表する。 

 

３ 公表方法及び対象 

（１）公表方法……学校ホームページ等 

（２）対  象……保護者、地域等 

 

４ 成果 

（１）自己評価結果 

領域 項目 A B C D 

学
校
運
営 

凡事徹底に取り組んでいる。 60.9% 34.8% 0.0% 4.3% 

教育課程が円滑に運営されている。 73.9% 21.7% 0.0% 4.3% 

組織的・計画的な学校運営を行っている。 47.8% 34.8% 17.4% 0.0% 

学
力
向
上 

わかる授業を計画的・継続的に行い生徒の学力を高め

ている。 
56.5% 34.8% 4.3% 4.3% 

基礎・基本となる知識や技能を習得させる授業を行っ

ている。 
56.5% 39.1% 0.0% 4.3% 

思考力や判断力、表現力を高める授業を行っている。 47.8% 47.8% 0.0% 4.3% 

ＴＬＩに取り組み、新しい学びを積極的に推進し、学

びのイノベーションを図っている。 
26.1% 60.9% 8.7% 4.3% 

学校図書館等を活用した読書活動を推進している。 56.5% 30.4% 8.7% 4.3% 

太平ノートを有効に活用している。 43.5% 47.8% 0.0% 4.3% 

ＧＩＧＡスクール構想を推進している。 65.2% 26.1% 4.3% 4.3% 

生
徒
指
導 

心
の
教
育 

共通理解に基づいた生徒指導を推進している。 73.9% 21.7% 0.0% 4.3% 

生徒の心に寄り添う教育相談体制を構築している。 65.2% 30.4% 0.0% 4.3% 

生徒の道徳性を養う道徳教育を行い、豊かな人権感覚

の育成に取り組んでいる。 
69.6% 26.1% 0.0% 4.3% 

いじめ根絶を目指した取組をしっかりと行っている。 73.9% 21.7% 0.0% 4.3% 

不登校生徒の減少に向けた取組を組織的に行ってい

る。 
43.5% 43.5% 8.7% 4.3% 



家庭や地域社会、関係機関・団体等と連携した生徒指

導等を行っている。 
60.9% 34.8% 0.0% 4.3% 

健
康
・
体
力 

特
別
活
動 

生徒の心と体の健康の保持増進に努めている。 60.9% 30.4% 4.3% 4.3% 

学校行事や部活動などを通して、生徒の体力向上を図

っている。 
43.5% 47.8% 4.3% 4.3% 

レインボープランなど生徒が主体的に取り組む活動を

行っている。 
56.5% 39.1% 4.3% 0.0% 

環
境
整
備 

きれいな教室・きれいな学校づくりができている。 65.2% 30.4% 0.0% 4.3% 

生徒の作品や生徒の様子がわかる掲示などを整備し、

学習にふさわしい環境を整備している。 
69.6% 21.7% 4.3% 4.3% 

、安全点検や避難訓練、パトロール活動等を通して安

心で安全な学校づくりに取り組んでいる。 
73.9% 21.7% 4.3% 0.0% 

地
域
連
携 

家庭や地域等との連携を深め、地域ぐるみで生徒の育

成に取り組んでいる。 
56.5% 39.1% 4.3% 0.0% 

「学校だより」やＨＰ・配信メール等を通して、保護

者や地域に積極的に発信している。 
87.0% 8.7% 4.3% 0.0% 

コミュニティ・スクールとして学校運営協議会の取組

を通し、地域との連携を深めている。 
78.3% 17.4% 4.3% 0.0% 

働
き
方
改
革 

服
務 

働き方改革を進め、働きやすい労働環境づくりに努め

ている 
34.8% 56.5% 4.3% 4.3% 

教育公務員として専門性を高め、スキルを向上させる

研修等により力量を高めている。 
47.8% 39.1% 13.0% 0.0% 

服務の厳正を図り、全体の奉仕者にふさわしい勤務を

行っている。 
78.3% 17.4% 4.3% 0.0% 

他 太平中学校は、地域に誇れる学校である 60.9% 34.8% 0.0% 4.3% 

 

①領域Ⅰ 学校運営について 

○全般的に評価は高く、概ねしっかりできたと考えられる。 

②領域Ⅱ 学力向上について 

○わかる授業の継続的、計画的な実践、基礎基本の定着、学校図書館の活用、

ＧＩＧＡスクール（ＩＣＴ機器やソフトウエアを活用した学習の工夫改善）

の評価が高い。 

③領域Ⅲ 生徒指導・心の教育について 

   ○生徒理解、いじめ根絶の項目に関する評価が高い。 

   〇全体的に生徒指導関連項目の評価は高い。 

④領域Ⅳ 健康体力・特別活動について 

   ○新型コロナウイルスの感染が広がる中でも、心と体の健康の増進は概ねしっ

かりと行うことができている。 

⑤領域Ⅴ 環境整備について 

   ○学習にふさわしい環境づくり、生徒の作品の掲示などが進んでおり、学び舎

にふさわしい教育環境が整ってきている。 

⑥領域Ⅵ 地域連携について 

   ○学校からの発信について特に高い数値を示している。学校情報を積極的に家



庭、地域に伝えようとしている。 

⑦領域Ⅶ 働き方改革・服務について 

   ○服務の厳正についての評価が高い。教育公務員としての自覚と責任を意識し

た教育活動が行われていると考えられる。 

  ⑧他 「地域に誇れる太平中」について 

概ね良好と考える。 

 

（２）自己評価の参考となるアンケート結果 

 ①生徒アンケート 
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 〇概ね良好であり、自己評価とほぼリンクしている。 

 〇ルールや約束を守っていると回答する割合が高い。 

 〇先生は分かるまで教えてくれる、先生は分かりやすく教えてくれる、先生は頑張

ったところを褒めてくれる、先生はきちんと注意してくれるとの回答が多いこと

から、学校での指導・支援を概ね良好であると言える。 

 

②保護者アンケート 
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教育目標・方針を伝えている

生徒が生き生きとする教育活動を行っている

一人一人の生徒を大切にしている

ホームページ、メール等で情報を提供している

清掃が行き届き、綺麗である

健康や案戦に十分配慮している

生徒を理解している

生徒、保護者の相談に親身に応じている

教職員は接遇・マナーがよい

分かりやすい授業である

学力向上に取り組んでいる

学力を適切に評価している

生徒は学習に取り組んでいる

生徒は家庭で学習し、学力向上に取り組んでいる

思いやりの心の育成、道徳教育に取り組んでいる

ルール・モラルについて適切に指導している

あいさつ、規律ある態度を育てている

生徒は起立ある態度が育っている

生徒はスマホなど情報機器を正しく適切に利用…

そう思う だいたいそう思う どちらかというと思わない そう思わない わからない



 〇全体的にそう思う、大体そう思うと回答している保護者が８０％以上であること

から、保護者は概ね学校教育活動に満足していると考えられる。 

 〇教職員の接遇、マナーに関してはそう思う、の評価が多く、教職員による自己評

価と同様の結果となっている。 

 〇自己評価の項目と概ねリンクしている。 

 

４ 学校関係者評価委員会による評価 

No 学校経営、教職員の服務等について 評価 

1 学校は、学校教育目標の具現化に向け取り組んでいる。 3.5 

2 学校は、学習指導の充実に取り組んでいる。 3.7 

3 学校は、いじめ防止や生徒理解のため、生徒指導、教育相談

の充実に取り組んでいる。 

3.7 

4 教職員は、生徒一人一人を大切にした学年・学級づくりに取

り組んでいる。 

3.7 

5 学校は、生徒の新型コロナウイルス感染防止のための対策や

交通事故防止などの安全に関して、適切に取り組んでいる。 

3.6 

6 学校は、生徒の学力向上のため、ＩＣＴ機器の活用や、授業

改善に取り組んでいる。 

3.3 

7 学校は、保護者や地域に開かれた学校づくりに取り組んでい

る 

3.6 

8 教職員は、教育公務員としての自覚を持ち、生徒の模範とな

る 

ようマナーの向上に努めている。 

3.5 

No 生徒の活動等について 
 

1 生徒は、集中して学習に取り組んでいる。 3.5 

2 生徒は、ていねいな言葉づかいができている。 3.4 

3 生徒は、友達や先生、来校者､地域の方々に進んであいさつを

し 

ている 

3.3 

4 体育祭、合唱祭などの学校行事は、生徒にとって楽しく充実

し 

たものになっている。 

3.8 

〇教職員の自己評価及び生徒・保護者のアンケート結果により、学校の経営、運営

は概ね良好に展開されていると判断する 

〇家庭学習が定着していると考えている生徒、保護者はともに少ないが。学校とし

ての対応も必要であると思う。 

〇自己評価と生徒、保護者のアンケートの項目については、今後も検討して欲しい。

質問項目がリンクするようにした方が正確な評価となる。 

〇身につけさせたい力については、教職員と保護者の考え方に違いがある。学校で

は基礎的、基本的な学力の定着が最も多いが、保護者はコミュニケーション能力、

協調性を学校で身に付けさせて欲しいと考えている。 

この違いを分析し、新たな教育活動につなげて欲しい。 

 



〇身に付けさせたい資質・能力 

教職員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 今後の課題  

 〇欠席の多い生徒への対応には大きな課題がある。家庭との連携だけでなく、行政

機関との連携による、幼児期からの対応など社会全体で取り組む必要を感じてい

る。 

〇学力向上のための授業の創意工夫。特に振り返りの時間を確保すること、教える

のではなく、考えさせ、自分の言葉で学習のまとめを行わせるなどの授業展開を

進めていくこと。 

 〇組織的な学校運営、教育課程、校務分掌などは、個人が負担増とならないよう組

織的に対応する必要がある。 

 〇令和の日本型教育 個別最適の学習、主体的、対話的で深い学びに取り組めるよ

うな学習方法、形態の工夫が必要。ＴＬＩのような学習を今後さらに進めること

が重要。 

 〇働き方改革のさらなる推進が必要。個人的には働き方の意識改革、組織的には分

掌等の平滑化が大きな課題である。 

 

 

６ その他    

タブレットの活用は進んでいるが、機器の故障対応や同一機種で授業を進められ

ないなどの課題がある。ＩＣＴ機器や環境整備は継続して進める必要がある。 

読み書き、計算など基礎的な学力

情報活用能力（リテラシー・モラル）

英語力（語学力）

思いやり、優しさ

協調性、コミュニケーション能力

想像力

集中力

表現力、発信力、プレゼンテーション…

忍耐力

金融、経済に関する能力

体育的技能や能力

危機管理能力

各教科等の基礎的・基本的な学力

知識、技能等の活用能力

協調性、コミュニケーション能力

思いやり、優しさ

集中力

想像力

忍耐力

危機管理能力

情報活用能力（リテラシー・モラル）


